
令
和
7
年
2
月
16
日
（
日
）
岩
戸

町
会
公
民
館
第
一
会
議
室
に
て
、
令

和
６
年
度
・
第
29
回
地
域
懇
談
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
の
部
（
10:

00
～
11:

45
）

北
地
区
・
出
席
者
25
人
（
理
事
、

班
長
、
本
部
役
員
含
む
）

《
嶋
本
会
長
の
挨
拶
》

岩
戸
地
域
に
は
南
北
合
わ
せ
て
９

６
０
０
世
帯
が
暮
ら
し
ま
す
。
う
ち

町
会
加
入
者
は
、
約
３
０
０
０
世
帯

で
す
。
地
区
の
加
入
率
も
世
帯
数
に

対
し
３
～
４
割
程
度
が
実
状
で
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
現
代
に
あ
っ

た
形
に
作
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
意
見

を
が
あ
り
ま
す
。
今
後
ど
の
よ
う
な

形
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
き
上
げ
れ

ば
よ
い
の
か
、
本
部
で
も
議
論
を
し

て
取
組
ん
で
い
ま
す
。
本
日
は
、
理

事
、
班
長
の
皆
様
に
は
日
頃
の
班
員

の
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
意
見
下
さ
い
。

町
会
が
抱
え
る
諸
課
題
・
問
題
を

ど
う
い
う
形
で
前
へ
進
め
れ
ば
よ
い

か
ご
指
摘
い
た
だ
き
考
え
る
機
会
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
由
討
論
〉

（
意
見
１
・
班
長
）

加
入
者
を
増

や
し
た
い
と
努
力
し
転
入
者
に
は
入

会
し
て
い
た
だ
い
た
。
し
か
し
以
前

の
入
会
者
に
再
加
入
を
呼
び
か
け
た

が
引
き
戻
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

町
会
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
を
通
じ
て
岩

戸
地
域
の
情
報
を
発
信
す
る
の
は
有

意
義
。
犯
罪
が
多
発
し
て
、
住
民
な

ら
身
近
か
に
起
き
た
事
を
知
り
た
い

気
持
ち
は
当
然
。
身
近
な
情
報
が
え

ら
れ
暮
ら
し
の
安
心
に
つ
な
が
る
な

ら
町
会
に
加
入
す
る
大
き
な
利
点
、

勧
誘
の
強
み
に
な
る
。

（
意
見
２
・
班
長
）

令
和
元
年
、

喜
多
見
駅
の
狛
江
市
側
に
改
札
口
が

出
来
れ
ば
と
協
議
会
を
立
ち
上
げ
た

の
が
元
町
会
長
の
進
藤
さ
ん
。
一
昨

年
の
９
月
に
当
協
議
会
に
東
京
都
か

ら
助
成
金
が
出
る
事
に
な
り
活
動
を

推
し
進
め
て
い
る
。
大
き
な
民
意
が

無
い
と
行
政
を
動
か
せ
な
い
の
で
、

３
０
０
０
世
帯
が
加
入
す
る
町
会
の

力
添
え
が
欲
し
い
。

（
意
見
３
・
班
長
）
手
間
が
か
か

る
こ
と
は
Ｉ
Ｔ
化
に
す
れ
ば
良
い
、

な
る
べ
く
手
間
を
少
な
く
し
た
ほ
う

が
役
員
も
助
か
る
の
で
は
。
今
回
、

出
欠
を
取
る
の
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
用

い
た
こ
と
は
非
常
に
便
利
。
す
ぐ
対

応
し
た
。

（
意
見
４
・
班
長
）
会
員
も
、
町

会
に
加
入
し
て
い
る
魅
力
を
理
解
す

れ
ば
問
題
意
識
を
持
ち
対
応
出
来
る

の
で
は
。
喜
多
見
駅
に
新
た
な
改
札

口
を
設
置
し
た
い
と
い
う
声
が
徐
々

に
大
き
な
声
と
な
り
組
織
に
な
り
東

京
都
を
動
か
せ
た
話
は
い
い
事
だ
と

思
う
。
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
も
っ
と
あ
っ

た
方
が
い
い
の
で
は
。
町
会
だ
よ
り

を
見
る
が
、
文
字
が
羅
列
し
て
い
る

だ
け
で
も
っ
と
シ
ン
プ
ル
で
分
か
り

や
す
く
し
た
ほ
う
が
良
い
。

〈
嶋
本
会
長
〉
市
内
に
は
防
犯
カ

メ
ラ
が
２
０
０
基
以
上
。
町
会
は
じ

め
設
置
機
関
は
多
数
。
市
は
各
々
の

地
域
の
事
情
と
判
断
で
設
置
す
る
補

助
を
し
て
い
る
。
現
在
、
岩
戸
町
会

が
設
置
し
て
い
る
の
は
９
基
。
令
和

６
年
度
は
南
北
に
１
基
ず
つ
増
設
。

７
年
度
も
増
設
を
考
え
て
い
る
。

（
意
見
５
・
班
長
）
転
入
者
に
は

な
る
べ
く
早
く
接
触
し
た
ほ
う
が
加

入
率
が
上
が
る
と
感
じ
た
。
地
域
の

情
報
提
供
を
お
願
い
し
た
い
。
身
近

に
起
き
た
火
災
、
詐
欺
被
害
の
情
報

が
あ
れ
ば
注
意
喚
起
に
な
り
、
多
く

の
住
民
が
安
心
し
て
生
活
出
来
る
の

で
は
。

（
意
見
６
・
班
長
）

老
人
会
で
は

楽
し
い
活
動
を
し
て
い
る
の
で
、
是

非
参
加
し
て
ほ
し
い
。
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
れ
ば
皆
さ
ん
の
顔
を
覚
え
ら

れ
る
。
町
会
も
定
期
的
に
開
催
す
る

事
業
を
考
え
て
は
。

（
意
見
７
・
班
長
）

以
前
、
周
辺

令
和
7
年
2
月
16
日
（
日
）
岩
戸

町
会
公
民
館
第
一
会
議
室
に
て
、
令

和
６
年
度
・
第
29
回
地
域
懇
談
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
の
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（
10:

00
～
11:

45
）

北
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出
席
者
25
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理
事
、

班
長
、
本
部
役
員
含
む
）
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嶋
本
会
長
の
挨
拶
》

岩
戸
地
域
に
は
南
北
合
わ
せ
て
９

６
０
０
世
帯
が
暮
ら
し
ま
す
。
う
ち

町
会
加
入
者
は
、
約
３
０
０
０
世
帯

で
す
。
地
区
の
加
入
率
も
世
帯
数
に

対
し
３
～
４
割
程
度
が
実
状
で
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
現
代
に
あ
っ

た
形
に
作
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
意
見

を
が
あ
り
ま
す
。
今
後
ど
の
よ
う
な

形
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
き
上
げ
れ

ば
よ
い
の
か
、
本
部
で
も
議
論
を
し

て
取
組
ん
で
い
ま
す
。
本
日
は
、
理

事
、
班
長
の
皆
様
に
は
日
頃
の
班
員

の
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
意
見
下
さ
い
。

町
会
が
抱
え
る
諸
課
題
・
問
題
を

ど
う
い
う
形
で
前
へ
進
め
れ
ば
よ
い

か
ご
指
摘
い
た
だ
き
考
え
る
機
会
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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（
意
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・
班
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を
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入
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Ｑ
Ｒ
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情
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な
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安
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し
て
生
活
出
来
る
の

で
は
。

（
意
見
６
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長
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老
人
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で
は

楽
し
い
活
動
を
し
て
い
る
の
で
、
是

非
参
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し
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ほ
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い
。
イ
ベ
ン
ト
に
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れ
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催
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は
持
ち
家
が
大
半
だ
っ
た
が
、
今
は
借

家
や
企
業
の
借
り
上
げ
宿
舎
に
か
わ
り
、

外
国
の
方
が
４
・
５
人
で
住
み
、
町
会

加
入
さ
れ
な
い
。

（
意
見
８
・
班
長
）
地
域
と
つ
な
が

り
た
い
と
い
う
思
い
で
加
入
し
た
。
コ

ロ
ナ
で
回
覧
板
も
減
り
、
会
費
の
集
金

だ
け
の
交
流
状
態
。
も
っ
と
近
所
づ
き

あ
い
し
た
い
と
感
じ
て
ま
す
。
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
や
ス
ポ
レ
ク
大
会
な
ど
に
子
供
と
一

緒
に
参
加
で
き
横
の
つ
な
が
り
が
増
や

せ
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う
。

（
意
見
９
・
理
事
）

近
所
で
あ
っ

た
事
件
や
火
災
な
ど
の
事
由
に
つ
い
て

知
り
た
い
声
が
多
い
が
、
町
会
防
犯
部

と
し
て
警
察
に
情
報
を
伺
っ
て
も
教
え

て
く
れ
な
か
つ
た
。

（
意
見
10
・
班
長
）
一
般
市
民
が
警

察
に
問
い
合
わ
せ
て
も
回
答
は
し
な
い
。

以
前
報
道
関
係
に
勤
め
て
い
た
際
に

は
詳
細
ま
で
知
れ
た
。
放
送
や
記
事
に

す
る
場
合
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
で

詳
細
は
出
さ
な
い
。
町
会
と
し
て
警
察

と
関
係
が
出
来
れ
ば
情
報
が
得
れ
る
可

能
性
は
あ
る
。
た
だ
し
、
あ
る
程
度
公

開
に
つ
い
て
は
、
ル
ー
ル
が
必
要
。
こ

の
取
り
組
み
は
、
町
会
と
住
民
が
一
体

化
す
る
新
し
い
ス
テ
ッ
プ
と
思
う
。

午
後
の
部
（
13:

00
～
14:

45
）

南
地
区
・
出
席
者
24
人
（
理
事
、
班
長
、

本
部
役
員
含
む
）

（
自
由
討
論
〉

（
意
見
１
・
理
事
）

班
長
か
ら
弔

慰
金
の
申
出
が
あ
り
本
部
に
申
請
し
た
。

本
部
か
ら
弔
慰
金
を
預
か
り
、
班
長
～

当
事
者
へ
と
渡
し
た
が
、
受
渡
し
の
受

領
書
が
な
い
。
事
故
が
な
い
と
も
限
ら

な
く
心
配
。
出
来
れ
ば
、
班
長
が
申
請

し
本
部
か
ら
直
接
当
該
宅
に
渡
し
た
方

が
い
い
と
感
じ
た
。

（
嶋
本
会
長
）

本
来
な
ら
受
領
書

が
あ
る
べ
き
だ
が
、
事
故
が
無
い
ま
ま

継
続
し
て
き
た
。
今
後
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
導

入
、
運
用
の
段
階
で
、
直
接
申
請
が
出

来
な
い
か
改
善
点
と
し
て
考
え
た
い
。

（
意
見
２
・
理
事
）

町
会
の
存
在

意
義
を
転
入
者
の
方
に
説
明
す
る
為
に

も
理
事
・
班
長
に
な
っ
た
方
に
は
、
役

割
を
徹
底
し
て
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
意
見
３
・
班
長
）
町
会
の
存
在
意

義
が
皆
さ
ん
に
沁
み
伝
わ
っ
て
な
い
感

じ
が
す
る
。
そ
し
て
町
会
が
役
立
っ
て

い
る
の
か
ど
う
か
説
明
が
出
来
て
い
な

の
で
は
と
感
じ
る
。
班
長
引
継
ぎ
時
に
、

も
っ
と
班
長
の
役
割
や
目
的
な
ど
を
次

の
方
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
説
明
し
な

い
と
、
や
ら
さ
れ
感
で
お
わ
り
、
残
念

に
思
う
方
も
い
る
の
で
は
。

（
意
見
４
・
班
長
）
町
内
の
情
報
を

市
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
任
せ
た
ら
ど
う
な
の

か
。

市
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
見
る
、
町
会

の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
見
る
の
で
は
な
く
、
市

に
付
加
す
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

（
嶋
本
会
長
）
市
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
広

域
の
話
。
岩
戸
の
身
近
な
情
報
は
出
て

こ
な
い
。
市
の
情
報
と
は
、
役
割
が
違

う
と
思
う
。

（
意
見
５
・
班
長
）
班
長
を
引
き
継

い
だ
が
、
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら

な
か
っ
た
。
理
事
に
聞
い
て
回
覧
を
す

る
仕
組
み
が
班
ご
と
に
違
い
、
統
一
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
面
識
の

無
い
状
態
で
た
だ
回
覧
す
る
だ
け
で
町

会
の
存
在
価
値
を
あ
ま
り
感
じ
な
い
。

慶
弔
金
が
あ
る
事
も
知
ら
な
い
で
班

長
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
引
継
ぎ
時
に
、

こ
れ
だ
け
は
確
認
し
て
と
い
う
「
引
継

ぎ
リ
ス
ト
」
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う
。

（
意
見
６
・
理
事
）

今
回
初
め
て

理
事
を
う
け
ま
し
た
。
こ
の
後
の
理
事

の
引
継
ぎ
は
、
地
域
に
よ
っ
て
ど
の
よ

う
に
決
め
て
い
ま
す
か
。

（
雨
宮
副
会
長
）
５
年
以
上
理
事
を

や
っ
て
い
る
。
前
任
者
は
も
っ
と
長
か
っ

た
。
次
に
引
き
継
ぎ
た
い
が
年
配
者
が

多
く
断
ら
れ
る
。

隣
の
班
に
移
っ
て

い
く
の
は
い
い
方
法
だ
と
思
う
。

（
小
野
総
務
部
長
）
理
事
・
班
長
さ

ん
は
地
区
役
員
で
す
。
地
区
役
員
の
任

期
は
原
則
と
し
て
１
年
で
す
。
な
お
、

留
任
は
妨
げ
な
い
事
が
会
則
で
す
。
出

来
る
だ
け
原
則
に
従
っ
て
運
用
し
て
頂

き
た
い
の
が
本
部
の
考
え
で
す
。
理
事

な
ど
は
１
年
間
や
っ
て
み
て
も
班
の
こ

と
を
把
握
し
き
れ
な
い
の
が
実
情
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
上

【
町
会
の
課
題
】

○
理
事
・
班
長
の
な
り
手
不
足
の
問
題

○

集
金
、
回
覧
板
の
問
題

（
負
担
軽
減
化)

○

町
会
未
加
入
問
題

○

高
齢
者
の
退
会
問
題

（
１
人
暮
ら
し
、
空
き
家)

○

町
会
役
員
の
な
り
手
不
足
問
題

○
Ｉ
Ｔ
化
、
Ｄ
Ｘ
化
の
問
題

は
持
ち
家
が
大
半
だ
っ
た
が
、
今
は
借

家
や
企
業
の
借
り
上
げ
宿
舎
に
か
わ
り
、

外
国
の
方
が
４
・
５
人
で
住
み
、
町
会

加
入
さ
れ
な
い
。

（
意
見
８
・
班
長
）
地
域
と
つ
な
が

り
た
い
と
い
う
思
い
で
加
入
し
た
。
コ

ロ
ナ
で
回
覧
板
も
減
り
、
会
費
の
集
金

だ
け
の
交
流
状
態
。
も
っ
と
近
所
づ
き

あ
い
し
た
い
と
感
じ
て
ま
す
。
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
や
ス
ポ
レ
ク
大
会
な
ど
に
子
供
と
一

緒
に
参
加
で
き
横
の
つ
な
が
り
が
増
や

せ
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う
。

（
意
見
９
・
理
事
）

近
所
で
あ
っ

た
事
件
や
火
災
な
ど
の
事
由
に
つ
い
て

知
り
た
い
声
が
多
い
が
、
町
会
防
犯
部

と
し
て
警
察
に
情
報
を
伺
っ
て
も
教
え

て
く
れ
な
か
つ
た
。

（
意
見
10
・
班
長
）
一
般
市
民
が
警

察
に
問
い
合
わ
せ
て
も
回
答
は
し
な
い
。

以
前
報
道
関
係
に
勤
め
て
い
た
際
に

は
詳
細
ま
で
知
れ
た
。
放
送
や
記
事
に

す
る
場
合
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
で

詳
細
は
出
さ
な
い
。
町
会
と
し
て
警
察

と
関
係
が
出
来
れ
ば
情
報
が
得
れ
る
可

能
性
は
あ
る
。
た
だ
し
、
あ
る
程
度
公

開
に
つ
い
て
は
、
ル
ー
ル
が
必
要
。
こ

の
取
り
組
み
は
、
町
会
と
住
民
が
一
体

化
す
る
新
し
い
ス
テ
ッ
プ
と
思
う
。

午
後
の
部
（
13:

00
～
14:

45
）

南
地
区
・
出
席
者
24
人
（
理
事
、
班
長
、

本
部
役
員
含
む
）

（
自
由
討
論
〉

（
意
見
１
・
理
事
）

班
長
か
ら
弔

慰
金
の
申
出
が
あ
り
本
部
に
申
請
し
た
。

本
部
か
ら
弔
慰
金
を
預
か
り
、
班
長
～

当
事
者
へ
と
渡
し
た
が
、
受
渡
し
の
受

領
書
が
な
い
。
事
故
が
な
い
と
も
限
ら

な
く
心
配
。
出
来
れ
ば
、
班
長
が
申
請

し
本
部
か
ら
直
接
当
該
宅
に
渡
し
た
方

が
い
い
と
感
じ
た
。

（
嶋
本
会
長
）

本
来
な
ら
受
領
書

が
あ
る
べ
き
だ
が
、
事
故
が
無
い
ま
ま

継
続
し
て
き
た
。
今
後
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
導

入
、
運
用
の
段
階
で
、
直
接
申
請
が
出

来
な
い
か
改
善
点
と
し
て
考
え
た
い
。

（
意
見
２
・
理
事
）

町
会
の
存
在

意
義
を
転
入
者
の
方
に
説
明
す
る
為
に

も
理
事
・
班
長
に
な
っ
た
方
に
は
、
役

割
を
徹
底
し
て
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
意
見
３
・
班
長
）
町
会
の
存
在
意

義
が
皆
さ
ん
に
沁
み
伝
わ
っ
て
な
い
感

じ
が
す
る
。
そ
し
て
町
会
が
役
立
っ
て

い
る
の
か
ど
う
か
説
明
が
出
来
て
い
な

の
で
は
と
感
じ
る
。
班
長
引
継
ぎ
時
に
、

も
っ
と
班
長
の
役
割
や
目
的
な
ど
を
次

の
方
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
説
明
し
な

い
と
、
や
ら
さ
れ
感
で
お
わ
り
、
残
念

に
思
う
方
も
い
る
の
で
は
。

（
意
見
４
・
班
長
）
町
内
の
情
報
を

市
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
任
せ
た
ら
ど
う
な
の

か
。

市
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
見
る
、
町
会

の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
見
る
の
で
は
な
く
、
市

に
付
加
す
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

（
嶋
本
会
長
）
市
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
広

域
の
話
。
岩
戸
の
身
近
な
情
報
は
出
て

こ
な
い
。
市
の
情
報
と
は
、
役
割
が
違

う
と
思
う
。

（
意
見
５
・
班
長
）
班
長
を
引
き
継

い
だ
が
、
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら

な
か
っ
た
。
理
事
に
聞
い
て
回
覧
を
す

る
仕
組
み
が
班
ご
と
に
違
い
、
統
一
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
面
識
の

無
い
状
態
で
た
だ
回
覧
す
る
だ
け
で
町

会
の
存
在
価
値
を
あ
ま
り
感
じ
な
い
。

慶
弔
金
が
あ
る
事
も
知
ら
な
い
で
班

長
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
引
継
ぎ
時
に
、

こ
れ
だ
け
は
確
認
し
て
と
い
う
「
引
継

ぎ
リ
ス
ト
」
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う
。

（
意
見
６
・
理
事
）

今
回
初
め
て

理
事
を
う
け
ま
し
た
。
こ
の
後
の
理
事

の
引
継
ぎ
は
、
地
域
に
よ
っ
て
ど
の
よ

う
に
決
め
て
い
ま
す
か
。

（
雨
宮
副
会
長
）
５
年
以
上
理
事
を

や
っ
て
い
る
。
前
任
者
は
も
っ
と
長
か
っ

た
。
次
に
引
き
継
ぎ
た
い
が
年
配
者
が

多
く
断
ら
れ
る
。

隣
の
班
に
移
っ
て

い
く
の
は
い
い
方
法
だ
と
思
う
。

（
小
野
総
務
部
長
）
理
事
・
班
長
さ

ん
は
地
区
役
員
で
す
。
地
区
役
員
の
任

期
は
原
則
と
し
て
１
年
で
す
。
な
お
、

留
任
は
妨
げ
な
い
事
が
会
則
で
す
。
出

来
る
だ
け
原
則
に
従
っ
て
運
用
し
て
頂

き
た
い
の
が
本
部
の
考
え
で
す
。
理
事

な
ど
は
１
年
間
や
っ
て
み
て
も
班
の
こ

と
を
把
握
し
き
れ
な
い
の
が
実
情
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
上

【
町
会
の
課
題
】

○
理
事
・
班
長
の
な
り
手
不
足
の
問
題

○

集
金
、
回
覧
板
の
問
題

（
負
担
軽
減
化)

○

町
会
未
加
入
問
題

○

高
齢
者
の
退
会
問
題

（
１
人
暮
ら
し
、
空
き
家)

○

町
会
役
員
の
な
り
手
不
足
問
題

○
Ｉ
Ｔ
化
、
Ｄ
Ｘ
化
の
問
題
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○

防
犯
、
防
災
、
交
通
安
全
、
消
防

な
ど
地
域
の
安
心
安
全
の
問
題

○

マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
と
の
つ
な
が
り

の
問
題

○

イ
ベ
ン
ト
（
特
に
子
供
向
け)

の
充

実
化
の
問
題

○

(

そ
も
そ
も)
町
会
の
存
在
意
義
に

つ
い
て
の
問
題

町
会
で
は
、
永
続
的
で
活
発
な
町
会

活
動
を
め
ざ
し
、
東
京
都
が
主
催
す
る

「
ま
ち
の
つ
な
が
り
応
援
事
業
」
に
応

募
し
、
地
域
の
課
題
解
決
、
運
営
基
盤

の
強
化
を
都
か
ら
派
遣
さ
れ
た
４
人
の

プ
ロ
ボ
ノ
ワ
ー
カ
ー
（
社
会
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
、
自
分
の
専
門
知
識
や

ス
キ
ル
を
活
か
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
う
人
）
と
共
に
考
え
、
数
回
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
し

て
そ
れ
を
ま
と
め
、
今
後
の
活
動
に
役

立
て
る
取
り
組
み
を
昨
年
か
ら
、
今
年

の
２
月
ま
で
行
い
ま
し
た
。

そ
の
活
動
の
発
表
会
が
、
３
月
15
日

（
土
）
新
宿
NS
ビ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
、
こ
の
事
業
に
参
加
さ
れ
た
町

会
・
自
治
会
の
役
員
の
方
々
、
こ
れ
か

ら
、
こ
の
事
業
に
参
加
し
た
い
方
々
な

ど
、
会
場
か
ら
溢
れ
る
ほ
ど
の
参
加
者

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

３
月
20
日
（
祝
・
木
）
町
会
・
第
一

会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
15
名
程
の

地
域
の
皆
様
が
参
加
し
て
、
畑
結
里
弁

護
士
の
講
義
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

相
談
や
遺
言
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
、

分
か
り
易
い
講
義
が
さ
れ
、
参
加
者
か

ら
は
沢
山
の
質
問
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

誰
も
が
直
面
す
る
関
心
の
高
い
分
野
で

す
。
個
々
で
状
況
や
興
味
の
あ
る
ポ
イ

ン
ト
が
違
う
の
で
、
個
別
の
相
談
会
な

ど
も
検
討
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
参

加
者
に
は
、
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ノ
ー
ト
」

を
記
念
に
お
渡
し
し
ま
し
た
。

３
月
23
日
（
日
曜
）
東
京
都
心
で
25

度
に
到
達
す
る
、
今
年
初
の
夏
日
の
中

環
境
文
化
部
主
催
の
岩
戸
写
メ
ラ
リ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

南
北
と
大
き
な
町
内
を
会
員
の
皆
様

に
、
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、

問
題
形
式
で
岩
戸
町
内
の
名
称
を
廻
り

な
が
ら
、
写
真
撮
影
す
る
と
い
う
企
画

で
す
。
参
加
者
は
、
配
布
さ
れ
た
問
題

用
紙
を
も
っ
て
、
ポ
カ
ポ
カ
し
た
陽
気

の
町
内
に
出
か
け
て
い
き
ま
し
た
。

撮
影
し
た
写
真
を
確
認
し
、
参
加
賞

を
渡
し
て
、
写
メ
ラ
リ
ー
２
０
２
５
を

終
え
ま
し
た
。

問
１
・
ゴ
リ
ラ
が
い
る
メ
ガ
ネ
屋

問
２
・
岩
戸
に
あ
る
沖
縄

問
３
・
岩
戸
に
隣
接
す
る
駅

問
４
・
秋
祭
り
が
あ
る
神
社

問
５
・
海
の
動
物
の
名
前
の
公
園

問
６
・
岩
戸
に
あ
る
川

問
７
・
岩
戸
か
ら
見
え
る
小
学
校

問
８
・
岩
戸
で
好
き
な
場
所
の
写
真

○

防
犯
、
防
災
、
交
通
安
全
、
消
防

な
ど
地
域
の
安
心
安
全
の
問
題

○

マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
と
の
つ
な
が
り

の
問
題

○

イ
ベ
ン
ト
（
特
に
子
供
向
け)

の
充

実
化
の
問
題

○

(

そ
も
そ
も)
町
会
の
存
在
意
義
に

つ
い
て
の
問
題

町
会
で
は
、
永
続
的
で
活
発
な
町
会

活
動
を
め
ざ
し
、
東
京
都
が
主
催
す
る

「
ま
ち
の
つ
な
が
り
応
援
事
業
」
に
応

募
し
、
地
域
の
課
題
解
決
、
運
営
基
盤

の
強
化
を
都
か
ら
派
遣
さ
れ
た
４
人
の

プ
ロ
ボ
ノ
ワ
ー
カ
ー
（
社
会
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
、
自
分
の
専
門
知
識
や

ス
キ
ル
を
活
か
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
う
人
）
と
共
に
考
え
、
数
回
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
し

て
そ
れ
を
ま
と
め
、
今
後
の
活
動
に
役

立
て
る
取
り
組
み
を
昨
年
か
ら
、
今
年

の
２
月
ま
で
行
い
ま
し
た
。

そ
の
活
動
の
発
表
会
が
、
３
月
15
日

（
土
）
新
宿
NS
ビ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
、
こ
の
事
業
に
参
加
さ
れ
た
町

会
・
自
治
会
の
役
員
の
方
々
、
こ
れ
か

ら
、
こ
の
事
業
に
参
加
し
た
い
方
々
な

ど
、
会
場
か
ら
溢
れ
る
ほ
ど
の
参
加
者

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

３
月
20
日
（
祝
・
木
）
町
会
・
第
一

会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
15
名
程
の

地
域
の
皆
様
が
参
加
し
て
、
畑
結
里
弁

護
士
の
講
義
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

相
談
や
遺
言
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
、

分
か
り
易
い
講
義
が
さ
れ
、
参
加
者
か

ら
は
沢
山
の
質
問
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

誰
も
が
直
面
す
る
関
心
の
高
い
分
野
で

す
。
個
々
で
状
況
や
興
味
の
あ
る
ポ
イ

ン
ト
が
違
う
の
で
、
個
別
の
相
談
会
な

ど
も
検
討
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
参

加
者
に
は
、
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ノ
ー
ト
」

を
記
念
に
お
渡
し
し
ま
し
た
。

３
月
23
日
（
日
曜
）
東
京
都
心
で
25

度
に
到
達
す
る
、
今
年
初
の
夏
日
の
中

環
境
文
化
部
主
催
の
岩
戸
写
メ
ラ
リ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

南
北
と
大
き
な
町
内
を
会
員
の
皆
様

に
、
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、

問
題
形
式
で
岩
戸
町
内
の
名
称
を
廻
り

な
が
ら
、
写
真
撮
影
す
る
と
い
う
企
画

で
す
。
参
加
者
は
、
配
布
さ
れ
た
問
題

用
紙
を
も
っ
て
、
ポ
カ
ポ
カ
し
た
陽
気

の
町
内
に
出
か
け
て
い
き
ま
し
た
。

撮
影
し
た
写
真
を
確
認
し
、
参
加
賞

を
渡
し
て
、
写
メ
ラ
リ
ー
２
０
２
５
を

終
え
ま
し
た
。

問
１
・
ゴ
リ
ラ
が
い
る
メ
ガ
ネ
屋

問
２
・
岩
戸
に
あ
る
沖
縄

問
３
・
岩
戸
に
隣
接
す
る
駅

問
４
・
秋
祭
り
が
あ
る
神
社

問
５
・
海
の
動
物
の
名
前
の
公
園

問
６
・
岩
戸
に
あ
る
川

問
７
・
岩
戸
か
ら
見
え
る
小
学
校

問
８
・
岩
戸
で
好
き
な
場
所
の
写
真

岩戸町会だより岩戸町会だより
( 3 )( 3 )

東
京
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ま
ち
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つ
な
が
り
応
援
事
業
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・
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つ
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が
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ェ
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が
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援
事
業
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治
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ち
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つ
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が
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ェ
ス
タ
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「
遺
言
相
続
セ
ミ
ナ
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」

「
遺
言
相
続
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ナ
ー
」

岩
戸
写
メ
ラ
リ
ー
2025

岩
戸
写
メ
ラ
リ
ー
2025



令
和
７
年
３
月
１
日
（
土
）
14
時
～

15
時
50
分
岩
戸
地
域
セ
ン
タ
ー
Ｆ
の
会

議
室
で
岩
戸
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
町
会
会
員
や
一
般
の
方

を
含
め
31
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
狛
江
市
安
心
安
全
課
防
災

士
・
上
田
俊
氏
。
第
三
小
学
校
避
難
所

協
議
会
・
防
災
士
・
谷
山
和
男
氏
。
第

三
小
学
校
避
難
所
協
議
会
副
会
長

・

防
災
士
・
篠
浩
司
氏
に
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

上
田
氏
は
狛
江
市
防
災
ガ
イ
ド
を
使

い
資
料
内
容
の
説
明
と
、
風
水
害
に
対

し
て
参
加
者
で
東
京
マ
イ.

タ
イ
ム
ラ

イ
ン
の
用
紙
を
使
い
事
前
に
災
害
防
止

対
策
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
作
成
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
ま
た
、
自
宅
に
戻
り
、
家

族
で
あ
ら
た
に
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を

作
る
こ
と
を
す
す
め
て
い
ま
し
た
。
家

族
で
話
し
合
う
こ
と
で
、
一
人
一
人
の

適
切
な
避
難
行
動
を
事
前
に
決
め
て
お

き
、
共
有
す
る
こ
と
で
、
家
族
と
の
行

き
違
い
を
避
け
ら
れ
ま
す
。

谷
山
氏
は
、
大
規
模
地
震
を
想
定
し

た
震
災
時
に
自
身
の
行
動
の
考
え
方
、

防
災
グ
ッ
ズ
の
紹
介(
持
出
し
用
袋
の

中
身
、
簡
易
ト
イ
レ
、
充
電
器
等)

自

助
、
近
助
、
共
助
、
公
助
等
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
日
頃
の
準
備
と
購

入
し
た
ま
ま
で
は
な
く
、
利
用
で
き
る

も
の
は
試
す
。
ま
た
、
ご
近
所
同
士
の

共
助
が
災
害
時
に
多
く
の
人
を
助
け
る

チ
カ
ラ
に
な
っ
た
と
い
う
報
告
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
地
域
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
育
み
、
災

害
を
乗
り
切
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

篠
氏
は
風
水
害
や
富
士
山
噴
火
、
大

規
模
地
震
が
発
生
し
た
際
の
避
難
所
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
狛
江
市
で
の
避

難
所
収
容
人
数
は
風
水
害
時
約
６
５
０

０
人
、
地
震
災
害
時
８
０
０
０
人
程
で

あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
耐
震
対
策
、

備
蓄
の
充
実
を
図
り
自
宅
に
留
ま
る
こ

と
の
で
き
る
準
備
が
必
要
で
す
。
震
災

直
後
は
、
す
べ
て
の
人
が
被
災
者
で
、

行
政
の
職
員
も
ま
た
同
じ
で
す
。
そ
の

う
え
で
、
自
分
や
家
族
を
ど
の
よ
う
に

守
る
の
か
、
日
頃
か
ら
考
え
ま
し
ょ
う
。

今
後
起
こ
り
得
る
大
規
模
災
害
に
備

え
、
参
加
者
は
講
師
の
話
し
を
注
意
深

く
聴
い
て
い
ま
し
た
。
講
演
の
最
後
に

質
問
時
間
を
設
け
多
く
の
方
が
質
問
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
３
人
の

講
師
か
ら
丁
寧
に
説
明
を
受
け
、
日
頃

か
ら
の
不
安
が
少
し
で
も
和
ら
い
だ
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
後
に
町
会

会
員
の
皆
様
日
頃
か
ら
大
規
模
災
害
に

対
策
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
も
う

一
度
避
難
所
、
避
難
場
所
、
備
蓄
品
等

を
再
確
認
く
だ
さ
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
ま
し
た
。

岩
戸
町
会
で
は
、
会
員
世
帯
に
お
子

様
が
誕
生
し
た
際
「
出
産
祝
金
」
、
会

員
世
帯
の
方
が
亡
く
な
っ
た
際
「
弔
慰

金
」
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

【
会
則
第
 19 
条
】
弔
慰
金
は
、
会
員
又

は
会
員
の
同
一
世
帯
者
が
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
際
に
、
出
産
祝
い
金
は
、

会
員
又
は
会
員
の
同
一
世
帯
者
が
出
産

さ
れ
た
場
合
に
支
給
を
し
て
い
ま
す
。

と
も
に
、
班
長
か
理
事
を
通
じ
て
、
事

由
（
死
亡
・
出
産
）
発
生
か
ら
６
ヵ
月

以
内
に
指
定
の
申
請
用
紙
で
本
部
に
届

く
よ
う
に
、
お
願
い
し
ま
す
。

『
毎
週
日
曜
日

13
：
00
～
16
：
00
が

町
会
開
所
日
で
す
』
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あ
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